




























































































金 銭 の 信 託 | 外 国 為替
l有価証剰l阪換社伺
2 
|貸 出 妥当 |その他負伺
外 国 為 替 貸倒引当金
|そ の他資嵐 退職給与引金
動 不 動 産 特別法上の引当金
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・負債に分け，金利感応資産 (RS A)から金利感応負債 (RS L)をヲ|い
た rGAPJ(RSA-RSL)または金利感応資産を金利感応負債でわっ













































① I GAP>O，金利感応度比率>1 + 
② I GAPく0，金 利感応度比率く+



























































































































































期間 l 期 2 期 t 期 n 期
C(l) C(2) C(t) C(n) 
or 1 or 2 ort orn 




p=も C(t) . 
t=-' (1 +ort) 
C(2) 
( 1 +or 2 
経営と経済
C(t) C(n) 



























































































































































買入金銭債権 7τまe 渡 手 形
商品有価証券 借 用 金
金銭の信託 外 国 為 替
有価証券 転 換 社 債























































































































































































































券の含み益の減少による影響で見逃せない点は， B 1 S規制への影響である。












































表6 価格変動リスクと B/S，P/L 
亡コは価格変動リスク該当箇所
(オンバランス) (オフバランス)
資 産 負 債
現金預け金 子員 金
コールローン 譲渡性預金
貝 入 手 形 コールマネー
買入金銭債権 フさまEヱ 渡 手 形
防品有価証委員 借 用 金
国主銭の信詞 外 国 為 替
情 価 証 妻封 転 換 社 債
貸 出 金 その他負債
外 国 為 替 貸倒引当金
その他資産 退職給与引当金
動 不 動 産 惜別法上の引当剣


























































株式等売却損 + + 株式等売却益
株式等償却 特別損失特別利益 金銭の信託運用益
金銭の信託運用損 特別利益


























































































































































































































































































































買入金銭債権 7で全Eコr 渡 手 形
商品有価証券 借 用 金
金銭の信託 外 国 為 替
有価証券 転 換 社 債
54 経営と経済





















( 借方貸方) (借方 貸 方 )



















1) 2)阿達哲雄『銀行』制金融財政事情研究会， 1981年， p2~3 ， p17~21
3 )藤田重則・百瀬功編著『銀行経理の実務.H掛金融財政事情研究会， 1981年，第 2章「預
金J[""貸出金」等第 3章「経常収益J[""経常費用」
4 )銀行研修社編 WALM~ 1987年， p 89~95 
5 )宮内篤『金融機関の金利リスクについて~ [""金融研究」第 7巻第 2号，日本銀行金融研














11) 同 p 43'"'-'46の要約
12)徳田博美編著『自己資本比率規制と銀行経営戦略の転換』制金融財政事情研究会， 1989 
年， p 142'"'-'143 




16) 高橋洋一『不良債権の動向と償却制度の目的~ r金融財政事情J1993年10月， p 46'"'-'47 
より技粋
17) 同 p 45. p 47. p 48より抜粋
18) 同 p 44の要約
19) 20) 銀行研修社編『金融証券用語辞典~ 1984年， p7'"'-' 8， p 160. p 382 
藤田重則・百瀬功編著『銀行経理の実務』制金融財政事情研究会， 1981年， p 124 
'"'-'131 
21) 22) 日本銀行月報『決済システムの課題と展望~ 1992年 5月， p 30 











年， p 125'"'-'126. p 146 















信用リスク 取引の三H宅手五の当事者が財務状況の悪化等により決済不履行となった場合に，相手方当 I 
事者が を被るリスク
元本リスク 相手方の財務状況不の悪能化な等損による決済不履行のために，取引金額全体当(元本額)方につ I 
いて最終的に立に替回収 害を被るリスク。このようなリスクは， 事者のー が他





















シ(ススタテームト名年称) 運営主体 対 象 取 引 決済方法等 決済規模
CHIPS ニューヨーク手形 外為，ユーロ ドル関連等の国 支払指図送受信の当日(午後6時ご連ろ)銀，に各お参け 190年中




Fedwire 連邦準備制度 顧等客に送伴金， インターバン国ク取債等引 連銀における当度勘定定の問で，個別かつ即時振替













運営主 体 各地銀行協会 内国為替運営機構 東京銀行協会











決済時点 当日の午後l時 翌日の午後l時 当日の午後3時
決済規袋件 数 148.4万枚 290.8万件 2.2万件
(~謀議苦手)
金額 16.3兆円 7.2兆円 25.3兆円
l件当り金額 1， 102万円 247万円 10.3億円
翌日午前1時の不渡 金銀センターで各参
各定ッ参すト加与る信者こは， 相対ネ備 考 返形還の取期立限までは， 手 加管理者の仕向超過額を 限度額を設
は完了しな とができる
L 、
日銀当座預金受払い* 
日本銀行
コール手形取引等
インターバンク市場
取行引券や債券売買，銀
するの資受金払決済い等を，に関金
融金機の関入の日銀当座預
金 引実落施し，
振替により
即時または時点処理
2.9万件本*
275.1兆*円* 
93.5億ホ円* 
(注)* 日銀当座預金受払いとは，金融機関問の資金決済等に伴って行われる金融機関の日銀当座預金の受払いを指す。
**日銀当座預金受払いについては，受入額と払出額が異なることから，数字は受払い合計取扱高。
(資料)全国銀行協会連合会「金融J，日本銀行「決済動向」等
(日本銀行月報『決済システムの課題と展望J192年5月， p 28掲載分)
